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疑似患畜確認（国内９例目）
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※閉庁時には案内メッセージに従って対応をお願いします。

【発生農場】
   所在地 ： 京都府亀岡市

 飼養状況 ： 採卵鶏（約28万羽）

【発生経緯】   

飛騨家保
家畜衛生情報は

こちら

一か所で固まって死亡、平均死亡率の2倍を超える死亡

など異状を認めた場合にはすぐに連絡をお願いします！！

農林水産省HP

詳細はこちらからご確認ください

 12月23日（火）通報を受けて農場へ立入検査、簡易検査陽性
    12月24日（水）遺伝子検査の結果、高病原性鳥インフルエンザ

 の疑似患畜であることを確認。

※野鳥対策※
今シーズンのこれまでの発生事例では、農場周辺や農場内の

野鳥の生息や侵入が確認されています。野鳥は鳥インフルエンザ
を農場内に持ち込む主因の一つであり、野鳥を誘引しないことが
発生防止のために重要です。以下の対策の徹底をお願いします。

・適切な防鳥ネットの設置
・死鳥や廃棄卵の適切な処理
・野鳥が留まる樹木の除去や枝払い
・飼料こぼれの速やかな清掃
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